
 
第２回  子どもの防煙研究会  

 

タバコを吸う子どもが増えています。今タバコを止められなくて苦しん

でいる子どもたちを救うために、またタバコに手を出さないようにする

ために、そしてかれらを日常的な受動喫煙から守るために、医療・教

育・行政の間の協力・連携が必要ではないでしょうか。 

子どもたちをタバコから守るために、様々な職種の方々と共に考えた

いと思います。 
           世話人：中川恒夫・加治正行・原田正平  

           相談役：斉藤麗子 
 
 

＜日 時＞ 平成１７年 ４月２３日（土） 
午後６時３０分より８時３０分まで 

＜場 所＞ 第108回 日本小児科学会学術集会内 
東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内）Ｇ407 会議室 

＜対 象＞ 子どもの防煙に携わる方々 

＜会 費＞ ５００円 

テーマ：子どもの防煙のための 
医療・教育・行政の連携に向けて 

 Ａ．講  演 

・「中学校での禁煙教育」          笠井 英彦：静岡市立東中学校教諭 

・｢なぜ子どもがタバコに興味を？」     藤原 芳人：ふじわら小児科院長 

・｢医療・教育・行政ネットワークによる地域禁煙推進運動」 
   -喫煙検診の成績とそのメリット-        井埜 利博：いのクリニック院長 

・｢子どもをタバコの害から守る合同委員会(日本小児科連絡協議会)の 
   結成の経緯とこれからの活動について」 原田 正平：国立成育医療センター 

 

 Ｂ．パネルディスカッション 

後 援：日本小児科学会･日本小児科医会･日本小児保健協会･日本学校保健学会（順不同） 
              問い合わせ先：｢子どもをタバコから守る会・愛知｣ 事務担当 家田(泰) 
                                 TEL 052-881-3594  FAX 052-872-4590 


